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男女共同参画社会づくりに関する

県民意識調査

概 要 版

沖縄県では、県民の男女共同参画に関する意識と実態を把握し、

現行の県計画の見直しや今後の施策を検討する上で基礎資料とするために調査を行いました。

※調査設計等の概要は、最終ページをご覧ください。
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01 男女平等に関する意識について

男女の地位の平等感 ー①～⑧までの分野で、男女の地位は平等になっていると思いますか？ー

◼ 男女の地位の平等感について「平等」感が高いのは「③学校教育の場」で55.6％となっています。
◼ 全ての分野で『男性優遇』が『女性優遇』を上回っており、「⑤政治の場」や「⑦社会通念、慣習、

しきたりなど」で7割を超えています。
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36.0

33.6

39.6

12.5

7.3

19.6

30.1

21.9
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男性の方が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている

平等 どちらかといえば女性が優遇されている

女性の方が優遇されている わからない

無回答

①家庭生活
では

②職場では

③学校教育
の場では

④地域活
動・社会活
動の場では

⑤政治の場
では

⑥法律や制
度の上では

⑦社会通
念・慣習・
しきたりな
どでは

⑧社会全体
でみた場合

男性
優遇計

女性
優遇計

全体（n=1,476)
女性（n=839)
男性（n=623)

(％)

5.741.3

3.748.5

8.531.5

8.334.2

5.137.9

12.529.2

4.410.7

4.112.0

4.88.5

5.738.7

2.843.6

9.631.9

1.774.4

0.781.4

3.165.1

8.443.4

6.252.3

11.231.6

3.174.4

1.380.8

5.665.9

5.869.1

2.177.1

10.858.6
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各分野で「平等」と答えた人の推移・全国比較

◼ 社会全体の「平等」感について、男性が優遇されていると感じる割合は各年でおおよそ7割と高い水
準で推移しており、「平等」と感じる割合は1割台にとどまっています。

社会全体における男女の地位の平等感の推移

◼ 「①家庭生活」「②職場」では、R2年度から大きく上昇し、過去調査で最も平等感が高くなってい
ます。

◼ 全国調査と比べると、「①家庭生活」「②職場」では全国を上回る一方で、「③学校教育の場」
「⑥法律や制度の上」の領域で低くなっています。

01 男女平等に関する意識について
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51.6

56.2

52.3

52.6

58.7

14.7

11.4

14.4

16.0

14.4

4.4

2.1

2.0

2.5

2.4

1.4

0.6

0.6

0.9
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5.1

R7年度    (n=1,476)

R2年度    (n=1,721)

H27年度   (n=2,878)

H22年度   (n=2,029)

H12年度   (n=1,434)

男性の方が優遇されている どちらかと言えば男性が優遇されている

平等 どちらかと言えば女性が優遇されている

女性の方が優遇されている わからない

無回答

(％)

①家庭生

活では

②職場で

は

③学校教

育の場で

は

④地域活

動・社会

活動の場

では

⑤政治の

場では

⑥法律や

制度の上

では

⑦社会通

念・慣

習・しき

たりなど

では

⑧社会全

体でみた

場合

H22年度 （n=2,029) 33.1 33.1 59.6 35.8 18.0 36.4 10.8 16.0

H27年度 （n=2,878) 35.9 30.5 57.6 35.9 12.8 33.6 11.8 14.4

R2年度 （n=1,721) 32.9 32.1 54.7 34.0 7.7 32.8 10.4 11.4

R7年度 （n=1,476) 45.1 43.8 55.6 36.0 12.5 30.1 12.9 14.7

全国調査（n=2,673) 30.0 25.8 70.4 40.3 9.4 38.2 16.3 16.7

H22年度 （n=2,029) H27年度 （n=2,878) 

R2年度 （n=1,721) R7年度 （n=1,476) 

全国調査（n=2,673)

（％）

※ 比較する全国調査については、内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」（令和6年9月）
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0２ 家庭生活について

男性が家事、育児、介護、地域活動に参加するために必要なこと
ーあなたは、今後男性が家事、育児、介護、地域活動に積極的に参加していくためには、どのようなことが必要だと思いますか？ー

◼ 夫と妻が同じ程度分担しているものとしては、「⑧家庭の問題の最終的な決定」が54.8％と最も高
くなっています。

◼ 男女とも「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよく図ること」の割合が最も高くなっています。
◼ 女性では、男性に比べ、職場の理解や年配者の意識など、意識面での改善が必要と感じている割合

が高くなっています。

家庭内の役割分担について ー①～⑧までの事柄で、あなたの家庭では主にどなたが行っていますか？ー
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① 家計を支える（生活費をかせぐ）   

② 家事をする（掃除・洗濯・炊事）   

③ 家計の管理                     

④ こどもの世話・教育             

⑤ 病人・老親の世話（介護）       

⑥ こどもの教育方針・進学の決定    

⑦ 高額商品の購入（不動産など）    

⑧ 家庭の問題の最終的な決定       

（n=945)

主に夫が行う 主に夫が行い、妻が一部負担 夫と妻が同じ程度負担

主に妻が行い、夫が一部負担 主に妻が行う その他または非該当

無回答

(％)
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夫
婦
や
家
族
間
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
く
図
る

こ
と

男
性
に
よ
る
育
児
・
介
護
・

家
事
な
ど
に
つ
い
て
、
職
場

に
お
け
る
上
司
や
周
囲
の
…

男
性
が
家
事
な
ど
に
参
加
す

る
こ
と
に
対
す
る
男
性
自
身

の
抵
抗
感
を
な
く
す

社
会
の
中
で
、
男
性
に
よ
る

育
児
・
介
護
・
家
事
な
ど
に

つ
い
て
も
、
そ
の
評
価
を
…

労
働
時
間
の
短
縮
や
休
暇
制

度
、
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
の

I
C
T
を
利
用
し
た
多
様
…

年
配
者
や
周
り
の
人
が
、
夫

婦
の
役
割
分
担
な
ど
に
つ
い

て
当
事
者
の
考
え
方
を
尊
…

男
性
の
育
児
・
介
護
・
家
事

な
ど
に
つ
い
て
、
啓
発
や
情

報
提
供
、
相
談
窓
口
の
設
…

男
性
が
育
児
・
介
護
・
家
事

な
ど
を
行
う
た
め
の
、
仲
間

作
り
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
…

男
性
が
家
事
な
ど
に
参
加
す

る
こ
と
に
対
す
る
女
性
の
抵

抗
感
を
な
く
す

そ
の
他

無
回
答

全体  (n=1,476)

女性  (n=839)

男性  (n=623)

夫
婦
や
家
族
間
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
よ
く
図
る
こ
と

男
性
に
よ
る
育
児
・
介
護
・
家
事
な
ど
に

つ
い
て
、
職
場
に
お
け
る
上
司
や
周
囲
の

理
解
を
進
め
る
こ
と

男
性
が
家
事
な
ど
に
参
加
す
る
こ
と
に
対

す
る
男
性
自
身
の
抵
抗
感
を
な
く
す

社
会
の
中
で
、
男
性
に
よ
る
育
児
・
介

護
・
家
事
な
ど
に
つ
い
て
も
、
そ
の
評
価

を
高
め
る
こ
と

労
働
時
間
の
短
縮
や
休
暇
制
度
、
テ
レ
ワ
ー
ク

な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
多
様
な
働
き
方
を

普
及
す
る
こ
と
で
、
仕
事
以
外
の
時
間
を
よ
り

多
く
持
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と

年
配
者
や
周
り
の
人
が
、
夫
婦
の
役
割
分

担
な
ど
に
つ
い
て
当
事
者
の
考
え
方
を
尊

重
す
る
こ
と

男
性
の
育
児
・
介
護
・
家
事
な
ど
に
つ
い

て
、
啓
発
や
情
報
提
供
、
相
談
窓
口
の
設

置
、
技
能
の
研
修
を
行
う
こ
と

男
性
が
育
児
・
介
護
・
家
事
な
ど
を
行
う

た
め
の
、
仲
間
作
り
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作

り
を
進
め
る
こ
と

男
性
が
家
事
な
ど
に
参
加
す
る
こ
と
に
対

す
る
女
性
の
抵
抗
感
を
な
く
す

そ
の
他

無
回
答

(％)



4

0２ 家庭生活について

賛成の理由 反対の理由

◼ 沖縄県では全国調査と比べ、育児・介護・
家事との両立との大変さや、伝統的な家族
観を理由とする割合が低くなっています。

◼ 沖縄県では全国調査と比べ、共働きによる
収入や両親も共働きであったことを理由と
する割合が高くなっています。

夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである
ー結婚や家庭生活に関するあなたの考えに近い
ものをお答えください。ー

3.0

4.4

7.6

10.1

4.5

18.8

20.3

24.1

29.4

28.6

29.2

26.6

27.1

24.5

37.7

33.2

32.5

24.3

21.4

27.1

14.2

11.2

11.7

10.3

1.7

5.2

5.2

4.3

2.1

R7年度     (n=1,476)

R2年度     (n=1,022)

H27年度    (n=2,878)

H22年度    (n=2,029)

全国調査   (n=2,673)

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対

反対 わからない 無回答

賛成計 反対計

21.8 62.4

24.7 59.1

31.7 51.4

39.5 45.9

33.1 64.8

(％)

56.4

54.5

42.1

13.4

13.1

6.9

3.7

61.3

56.0

39.3

13.0

17.9

0.6

育児・介護・家事と両立し

ながら、妻が働き続けるこ

とは大変だと思うから

妻が家庭を守った方が、こ

どもの成長などにとって良

いと思うから

夫が外で働いた方が、多く

の収入を得られると思うか

ら

自分の両親も役割分担をし

ていたから

日本の伝統的な家族の在り

方だと思うから

その他

無回答

沖縄県  (n=321) 全国調査  (n=884)

育児・介護・家事と両立しな
がら、妻が働き続けることは
大変だと思うから

妻が家庭を守った方が、こど
もの成長などにとって良いと
思うから

夫が外で働いた方が、多くの
収入を得られると思うから

自分の両親も役割分担をして
いたから

日本の伝統的な家族の在り方
だと思うから

その他

無回答

(％)

61.0

48.0

41.7

29.2

22.0

16.9

6.9

5.3

77.2

43.2

40.8

28.6

16.4

14.7

1.0

固定的な夫と妻の役割分担の

意識を押しつけるべきでは…

夫も妻も働いた方が、多くの

収入が得られると思うから

男女平等に反すると思うから

妻が働いて能力を発揮した方

が、個人や社会にとって良…

自分の両親も外で働いていた

から

育児・介護・家事と両立しな

がら、妻が働き続けること…

その他

無回答

沖縄県  (n=921) 全国調査  (n=1,732)

固定的な夫と妻の役割分担の
意識を押しつけるべきではな
いから

夫も妻も働いた方が、多くの
収入が得られると思うから

男女平等に反すると思うから

妻が働いて能力を発揮した方
が、個人や社会にとって良い
と思うから

自分の両親も外で働いていた
から

育児・介護・家事と両立しな
がら、妻が働き続けることは
可能だと思うから

その他

無回答

(％)

◼ 「反対」の割合は増加傾向にあり、全国調査と比較しても高い傾向にあります。
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0３ 仕事について
職場における男女の待遇

◼ 職場における男女の待遇について「②賃金・昇進・昇格」「③人事配置」などは「男性が優遇され
ている」との回答の割合が比較的高くなっています。

◼ 仕事と私生活の優先度については「仕事も私生活もバランスよく両立させたい」が全体では6割弱と
なっています。男性では仕事を優先、女性では私生活を優先したい割合が高くなっています。

職場における男女の待遇 ー①～⑥までの事柄で、あなたの職場では性別によって差があると思いますか？ー

ワーク・ライフ・バランスについて ーあなたは、仕事と私生活でどちらを優先したいと思いますか？ー

2.4

1.0

4.3

4.7

2.4

8.0

57.2

56.9

57.5

18.9

21.7

15.1

13.5

14.2

12.5

3.3

3.9

2.6

全体   (n=1,476)

女性     (n=839)

男性     (n=623)

仕事を優先したい 仕事をやや優先させたい

仕事も私生活もバランスよく両立させたい 私生活をやや優先させたい

私生活を優先したい 無回答

(％)

6.7

10.6

8.3

3.9

5.2

6.6

18.6

23.6

23.2

9.4

16.5

23.4

49.8

42.2

39.7

62.4

47.8

45.5

2.8

0.7

3.7

0.9

7.7

2.8

1.5

0.7

1.4

0.5

2.0

1.5

13.1

14.2

15.6

14.5

12.9

12.3

7.5

8.0

8.1

8.4

7.9

7.9

① 募集や採用時       

② 賃金・昇進・昇格   

③ 人事配置           

④ 教育や研修制度     

⑤ 仕事の内容         

⑥ 全体的に           

（n=1,476）

男性の方が優遇されている どちらかと言えば男性の方が優遇されている

平等 どちらかと言えば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている わからない

無回答

(％)
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仕事を辞めた人が再就職しやすくするため必要なこと
ーあなたは、子育てや介護を理由に仕事を辞めた人が再就職しやすくするためには、どのようなことが必要だと思いますか？ー

働いている人が仕事を辞めずに働き続けるために必要なこと
ーあなたは、働いている人が仕事を辞めずに働き続けるためには、どのようなことが必要だと思いますか？ー

0３ 仕事について

◼ 女性では「労働時間の短縮、フレックスタイム制など柔軟な勤務制度の導入」の割合が最も高く、
男性では「育児・介護などの理由で退職した後も希望すれば元の職場に戻れる制度の普及」の割合
が最も高くなっています。

◼ 全体では、「労働時間の短縮や休日の増加、就業時間に柔軟性を持たせ、働きやすい労働条件とす
る」の割合が最も高くなっています。

◼ 女性では、家事・育児・介護に関する意識改革に関することやサービスの充実化が男性よりも高く
なっています。

57.3
56.9

35.3

30.5
29.7

27.0

21.7

2.0 1.2 1.0

62.2 57.7

31.6

35.0
35.2

24.2
17.6

1.1 0.8 1.0

51.0 56.0

40.3

24.6

22.6

30.7
27.0

3.0
1.8

1.1

労
働
時
間
の
短
縮
、
フ
レ
ッ
ク
ス

タ
イ
ム
制
な
ど
柔
軟
な
勤
務
制
度

の
導
入

育
児
・
介
護
な
ど
の
理
由
で
退
職

し
た
後
も
希
望
す
れ
ば
元
の
職
場

に
戻
れ
る
制
度
の
普
及

企
業
経
営
者
や
職
場
の
理
解

育
児
や
介
護
の
た
め
の
施
設
や

サ
ー
ビ
ス
の
充
実

配
偶
者
（
パ
ー
ト
ナ
ー
）
な
ど
家

族
の
理
解
や
家
事
、
育
児
、
看

護
、
介
護
な
ど
へ
の
協
力

就
職
情
報
や
職
業
紹
介
な
ど
の
相

談
す
る
機
関
や
窓
口
の
充
実

技
能
・
技
術
を
身
に
つ
け
る
た
め

の
研
修
や
職
業
訓
練
の
機
会
の
充

実

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

全体  (n=1,476)

女性  (n=839)

男性  (n=623)

無
回
答

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

技
能
・
技
術
を
身
に
つ
け
る
た
め

の
研
修
や
職
業
訓
練
の
機
会
の
充

実就
職
情
報
や
職
業
紹
介
な
ど
の
相

談
す
る
機
関
や
窓
口
の
充
実

配
偶
者
（
パ
ー
ト
ナ
ー
）
な
ど
家

族
の
理
解
や
家
事
、
育
児
、
看
護
、

介
護
な
ど
へ
の
協
力

育
児
や
介
護
の
た
め
の
施
設
や

サ
ー
ビ
ス
の
充
実

企
業
経
営
者
や
職
場
の
理
解

育
児
・
介
護
な
ど
の
理
由
で
退
職

し
た
後
も
希
望
す
れ
ば
元
の
職
場

に
戻
れ
る
制
度
の
普
及

労
働
時
間
の
短
縮
、
フ
レ
ッ
ク
ス

タ
イ
ム
制
な
ど
柔
軟
な
勤
務
制
度

の
導
入

(％)

54.5

30.7 26.6

24.7
24.5

24.3

16.1

15.8 15.0

12.2
11.7

8.6 6.4
2.4

1.2
0.8

55.7

28.2

27.1

26.9

20.6

27.8

21.0

11.7

14.9

13.3 14.1

10.4

4.5
1.2

1.0
0.7

53.3

34.2

25.7

22.0

29.5

19.9

9.3

21.7

14.9

10.4

8.7

6.4

9.0 4.0

1.3

1.0

労
働
時
間
の
短
縮
や
休
日
の
増

加
…

賃
金
、
仕
事
内
容
な
ど
労
働
条

件
面
で
の
男
女
差
を
な
く
す

パ
ワ
ハ
ラ
（
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス

メ
…

パ
ー
ト
、
派
遣
労
働
な
ど

の
労
働
条
件
を
改
善
す
る

昇
進
、
昇
給
の
機
会
を
確
保
す

る

育
児
・
介
護
の
た
め
の
休
業

制
度
、
諸
手
当
を
充
実
す
る

家
事
・
育
児
・
介
護
は
女

性
が
す
る
も
の
と
い
う
…

自
身
が
意
欲
・
能
力
を
高
め
る

セ
ク
ハ
ラ
（
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
：
性
的
い
や
…

育
児
・
介
護
な
ど
で
退
職
し
た

後
…

託
児
施
設
、
託
児
サ

ー
ビ
ス
を
充
実
す
る

介
護
施
設
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
充
実
す
る

研
修
や
職
業
訓
練
の

機
会
を
確
保
す
る

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

全体  (n=1,476)

女性  (n=839)

男性  (n=623)

労
働
時
間
の
短
縮
や
休
日
の
増
加
、
就
業
時
間
に
柔

軟
性
を
持
た
せ
、
働
き
や
す
い
労
働
条
件
と
す
る

賃
金
、
仕
事
内
容
な
ど
労
働
条
件
面
で
の
男
女
差
を

な
く
す

パ
ワ
ハ
ラ
（
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）
の
な
い
職

場
を
つ
く
る

パ
ー
ト
、
派
遣
労
働
な
ど
の
労
働
条
件
を
改
善
す
る

昇
進
、
昇
給
の
機
会
を
確
保
す
る

育
児
・
介
護
の
た
め
の
休
業
制
度
、
諸
手
当
を
充
実

す
る

家
事
・
育
児
・
介
護
は
女
性
が
す
る
も
の
と
い
う
社

会
の
意
識
を
改
め
る

自
身
が
意
欲
・
能
力
を
高
め
る

セ
ク
ハ
ラ
（
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
：
性

的
い
や
が
ら
せ
）
の
な
い
職
場
を
つ
く
る

育
児
・
介
護
な
ど
で
退
職
し
た
後
に
再
雇
用
す
る
制

度
を
充
実
す
る

託
児
施
設
、
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
る

介
護
施
設
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
る

研
修
や
職
業
訓
練
の
機
会
を
確
保
す
る

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

(％)
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0４ 地域活動について

ｎ

趣
味
や
教
養
の
サ
ー
ク
ル
活
動

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
な
ど
、
こ
ど
も
の
た
め
の
活
動

婦
人
会
・
青
年
団
活
動
・
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

町
内
会
・
自
治
会
活
動

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
サ
ー
ク
ル
活
動

女
性
問
題
の
学
習
や
男
女
共
同
参
画
の
た
め
の
活
動

社
会
問
題
や
環
境
問
題
な
ど
の
活
動

人
権
に
関
す
る
活
動

Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
特
定
非
営
利
団
体
）
活
動

子
育
て
支
援
サ
ー
ク
ル

介
護
・
福
祉
分
野
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

介
護
・
福
祉
分
野
以
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

そ
の
他

参
加
し
て
い
な
い

無
回
答

全体 1,476 12.5 12.3 6.3 15.7 9.6 0.5 1.9 0.4 1.2 1.4 2.5 2.2 1.8 58.5 0.9

10代 68 17.6 2.9 2.9 4.4 5.9 1.5 2.9 1.5 2.9 0.0 1.5 0.0 1.5 73.5 0.0

20代 138 8.7 4.3 0.7 4.3 5.8 0.0 1.4 0.0 0.7 1.4 2.2 0.7 0.7 76.8 0.7

30代 230 7.8 15.7 3.9 13.9 7.0 0.4 0.0 0.0 0.4 3.0 1.3 2.2 1.7 61.3 0.9

40代 298 11.4 30.9 7.4 13.4 7.4 1.0 2.3 1.0 2.0 1.7 1.7 2.7 1.7 52.3 0.7

50代 298 11.4 12.1 4.7 16.4 9.7 0.7 1.7 0.3 1.0 0.3 2.0 2.0 2.3 57.0 0.3

60代 292 15.1 2.4 7.5 24.0 10.3 0.3 0.7 0.0 0.7 0.7 4.1 2.7 1.7 55.8 1.4

70代
以上

152 19.7 1.3 15.1 20.4 21.7 0.0 6.6 0.7 2.0 2.0 4.6 2.6 2.0 51.3 2.0

◼ 地域活動への参加状況について全体では、「参加していない」が 6割弱となっており、特に10～30
代の若年層で高くなっています。

◼ 全体で最も多い地域活動は「町内会・自治会活動」で、次いで「趣味や教養のサークル活動」と
なっています。

地域活動への参加状況 ーあなたは、地域社会において、現在どのような活動に参加していますか？ー

(％)

12.5 12.3
6.3

15.7
9.6

0.5 1.9 0.4 1.2 1.4 2.5 2.2 1.8

58.5

0.9

全体  (n=1,476)

(％)
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0４ 地域活動について

地域活動へ参加しない理由

◼ 地域活動へ参加していない理由について全体では、「仕事が忙しくて時間がないから」の割合が最
も高くなっています。

◼ 女性では男性と比べて「家事・子育て・介護が忙しくて時間がないから」の割合が16.3ポイント高
くなっています。

◼ 一方で、男性では社会活動への関心度の低さや、仕事が忙しくて時間がない、興味関心の持てる活
動がないといった回答の割合が女性よりも高いです。

40.6

29.4

23.8

20.5

17.0

16.4

12.6

8.7

7.8

1.6

6.5

0.6

38.0

28.5

25.0

27.3

18.8

14.3

11.1

8.5

6.3

2.2

6.5

0.6

43.6

30.6

22.7

11.0

14.2

19.5

15.0

9.1

9.6

0.8

6.2

0.6

仕
事
が
忙
し
く
て

時
間
が
な
い
か
ら

社
会
活
動
に
関
心
が
な
い
か
ら

全体  (n=864)

女性  (n=505)

男性  (n=353)

仕事が忙しくて時間がないから

無回答

その他

家族の理解や協力が得られないから

経済的な負担が大きいから

活動するための施設が近くにないから

社会活動に関心がないから

地域で興味や関心の持てる活動が行われていないから

自分の体調がすぐれないから

家事・子育て・介護が忙しくて時間がないから

地域活動に関する情報が少ないから

人間関係がわずらわしいから

(％)
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0５ 老後について

高齢者の介護支援

◼ 高齢者の介護支援について全体では、「家族だけでは過重な負担がかかるので社会が積極的に支援
する必要がある」の割合が最も高く、経年比較においても増加傾向がみられます。

高齢者の介護支援 ーあなたは、高齢者の介護支援について、どのようにお考えですか？ー

性
別

経
年
比
較

0.3

0.5

0.2

24.1

21.8

27.3

59.5

64.7

52.8

12.7

10.1

15.7

0.7

0.7

0.8

2.2

1.9

2.6

0.4

0.2

0.6

全体      (n=1,476)

女性        (n=839)

男性        (n=623)

基本的には家族が行うことであり、社会が支援する必要はない

基本的には家族が行うことではあるが、社会がある程度支援する必要がある

家族だけでは過重な負担がかかるので社会が積極的に支援する必要がある

家族は可能な範囲で行い、基本的には社会が担うべきである

その他

わからない

無回答

(％)

0.3

0.8

1.0

0.9

1.4

24.1

23.5

28.9

30.9

36.7

59.5

53.4

50.9

50.5

44.0

12.7

18.4

14.5

14.3

12.8

0.7

0.6

0.6

0.5

0.6

2.2

1.9

2.2

1.7

2.2

0.4

1.4

1.9

1.1

2.3

R7年度    (n=1,476)

R2年度    (n=1,721)

H27年度   (n=2,878)

H22年度   (n=2,029)

H12年度   (n=1,434)

(％)
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0６ セクハラ、DVなどの暴力について

配偶者からの暴力を
なくすために必要な取組

性暴力をなくすために
必要な取組

63.3

62.6

52.2

48.0

47.0

34.6

29.4

20.7

3.3

2.0

0.9

62.9

62.5

55.9

49.1

50.1

39.2

29.4

23.1

3.0

1.2

1.0

64.0

62.8

47.0

45.9

42.7

28.1

28.9

17.5

3.7

3.2

1.0

法律・制度の見直しを行う

犯罪の取り締まりを強化す

る

被害者のための相談窓口や

保護施設を充実させる

性暴力を許さない社会づく

りに向けて意識啓発をする

性暴力をなくすための教育

加害者に対して必要なカウ

ンセリングをする

メディアが社会問題として

取り扱う

インターネットやSNSの制

限

その他

わからない

無回答

全体  (n=1,476)

女性  (n=839)

男性  (n=623)

法律・制度の見直しを行う

犯罪の取り締まりを強化す
る

被害者のための相談窓口や
保護施設を充実させる

性暴力を許さない社会づく
りに向けて意識啓発をする

性暴力をなくすための教育

加害者に対して必要なカウ
ンセリングをする

メディアが社会問題として
取り扱う

インターネットやSNSの制限

その他

わからない

無回答

(％)
56.4

49.5

41.7

37.3

36.0

34.0

24.8

13.4

3.3

4.7

1.0

59.7

49.9

42.3

41.1

36.0

36.7

25.1

13.2

2.3

3.9

0.6

52.2

48.8

40.8

31.9

35.6

30.0

23.9

13.5

4.8

5.6

1.6

被害者のための相談窓口

や保護施設を充実させる

法律・制度の見直しを行う

犯罪の取り締まりを強化す

る

加害者に対して必要なカウ

ンセリングをする

性暴力を許さない社会づく

りに向けて意識啓発をする

性暴力をなくすための教育

メディアが社会問題として

取り扱う

インターネットやSNSの制限

その他

わからない

無回答

全体  (n=1,476)

女性  (n=839)

男性  (n=623)

被害者のための相談窓口や
保護施設を充実させる

法律・制度の見直しを行う

犯罪の取り締まりを強化す
る

加害者に対して必要なカウ
ンセリングをする

暴力を許さない社会づくり
に向けて意識啓発をする

暴力をなくすための教育

メディアが社会問題として
取り扱う

インターネットやSNSの制限

その他

わからない

無回答

(％)

セクハラ被害の経験

◼ セクハラを受けた経験があると回答した人は、女性で38.1％、男性でも18.9％となっている。また、
経験者のうち、男女ともに「職場（正社員・パート・アルバイトなどを含む）」で受けた割合が最
も高くなっています。

◼ 全体では、「被害者のための相談窓口や保
護施設を充実させる」の割合が最も高く
なっています。

◼ 全体では、「法律・制度の見直しを行う」
の割合が最も高くなっています。

72.7

23.9

13.9
7.8

6.5
6.9

72.8

22.2
15.3

8.8

5.9

7.2

72.0

26.3

10.2 5.9

7.6

5.9

職
場
（
正
社
員
・
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど

含
む
）

学
校
（
小
・
中
・
高
・

大
学
・
専
門
学
校
な

ど
）

家
庭
内
（
親
族
・
同
居

人
か
ら
）

地
域
活
動
（
町
内
会
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

P
T
A
な
ど
）

S
N
S
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上

そ
の
他

全体（n=447)

女性（n=320)

男性（n=118)

職
場
（
正
社
員
・
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
含
む
）

学
校
（
小
・
中
・
高
・
大

学
・
専
門
学
校
な
ど
）

家
庭
内
（
親
族
・
同
居
人
か

ら
）

地
域
活
動
（
町
内
会
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
）

Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上 そ
の
他

(％)

30.3

38.1

18.9

全体（n=1,476）

女性（n=839）  

男性（n=623）  

(％)

セクハラ被害の経験
ーあなたがセクシュアル・ハラスメント（性的な言動による不快な経験）を受けたことが
ある場所についてお答えください。ー

セクハラを受けたことがある人の割合 セクハラを受けた場所



11

0７ 性の多様性について

性の多様性についての認知

セクシュアルマイノリティ
同性が好きな人や、割り当てられた性別に違和感を覚える人（性同一性障害を含む）などの人々のことをいい
ます。「性的マイノリティ」ともいいます。

LGBT

L（レズビアン）：女性の同性愛者
G（ゲイ）：男性の同性愛者
B（バイセクシュアル）：両性愛者
T（トランスジェンダー）：割り当てられた性別に違和感を覚える人

LGBTQ LGBTにあてはまらない人も含めた全ての性的少数者を表す言葉

カミングアウト 自分が性的マイノリティであることを打ち明けること

アウティング 本人の同意なしにその人のセクシュアリティを勝手に公表すること

SOGI（ソジ） 性的指向（好きになる相手の性）と性自認（こころの性）を意味する言葉で、全ての人が持っているものです。

沖縄県パートナーシップ
・ファミリーシップ制度

お互いを人生のパートナーとして認め合ったお二人が、日常の生活において継続的に協力しあうことを約束し
た関係であることを県に対して届出し、県がその届出書を受理したことを証明するものです。

◼ 全体では「性的少数者を性の多様性として認める必要がある」の割合が最も高く、ついで「理解に
努めようと思う」となっています。

◼ 性の多様性に関する言葉について認知度が高いのは「④カミングアウト」「①性的少数者（セク
シュアルマイノリティ）」「②LGBT」となっています。

◼ 一方、「⑥SOGI」は最も認知度が低くなっています。

性の多様性についての認知 ー①～⑦までの「性の多様性」に関連する言葉について知っていますか？ー

50.5

31.0

45.7

24.1
17.2

7.0 7.0
3.3

3.3

1.7

52.2

34.0

47.2

26.7

16.4

4.4 4.9
1.9

3.3

1.2

48.2

26.8

44.5

20.9 18.1

10.6 9.8
5.3

3.0

2.4

1 2 3 4 5 6 7 8 9

全体  (n=1,476)

女性  (n=839)

男性  (n=623)

性
的
少
数
者
を
性
の
多

様
性
と
し
て
認
め
る
必

要
が
あ
る

身
近
な
問
題
だ
と
思
う

理
解
に
努
め
よ
う
と
思

う 当
た
り
前
の
こ
と
で
特

に
意
識
し
て
い
な
い

個
人
の
趣
味
、
趣
向
の

問
題
で
あ
る

一
部
の
人
た
ち
の
こ
と

で
、
身
近
な
問
題
で
は

な
い

違
和
感
が
あ
る

理
解
が
で
き
な
い

そ
の
他

無
回
答

(％)

性の多様性についての考え方 ーあなたは、性の多様性について、どのようなお考えをお持ちですか？ー

58.0

60.0

41.6

78.7

13.2

4.4

14.1

28.0

22.6

29.1

10.7

16.5

11.7

21.4

12.1

15.0

25.9

8.9

65.9

79.4

60.8

1.8

2.4

3.5

1.8

4.4

4.5

3.7

(n=1,476)

② LGBT                       (n=1,476)

③ LGBTQ                      (n=1,476)

④ カミングアウト             (n=1,476)

⑤ アウティング               (n=1,476)

⑥ SOGI                       (n=1,476)

(n=1,476)

（n=1,476)

聞いたことがあり、意味も知っている 聞いたことはあるが、意味は知らない 知らない 無回答

① 性的少数者
   （セクシュアルマイノリティ）

② LGBT

③ LGBTQ

④ カミングアウト

⑤ アウティング

⑥ SOGI

⑦ 沖縄県パートナーシップ
・ファミリーシップ制度

(％)
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0７ 性の多様性について

◼ 今までに自分の体の性、心の性、または性的指向に悩んだことがある人（「はい」の回答）は、悩
んだことのない人（「いいえ」の回答）に比べて「偏見、差別がある」と感じている割合が高く
なっています。

◼ 今までに自分の体の性、心の性、または性的指向に悩んだことがある人（「はい」の回答）は、
「幼少期からの教育」の割合が最も高くなっています。

性的少数者に関して体験したことや見聞きしたこと
（自分の体の性、心の性または性的指向に悩んだ経験の有無別）

ーあなたは、今までに自分の体の性、心の性または性的指向に悩んだことがありますか？ー
ーあなたが性的少数者に関して体験したことや、身の回りで見聞きしたのはどのようなことですか？ー

性の多様性に関する必要な取組
（自分の体の性、心の性または性的指向に悩んだ経験の有無別）

ーあなたは、今までに自分の体の性、心の性または性的指向に悩んだことがありますか？ー
ーあなたは、性の多様性に関する取組としてどのようなことが必要だと思いますか？ー

13.9

10.2

16.1

11.1

22.8

6.4 8.3
12.6

7.3

1.7

53.5

3.4

23.8

14.3

27.4

14.3

33.3

14.3 13.1
21.4

15.5

3.6

35.7

0.0

13.4

10.0

15.6

11.1

22.2

6.0 8.2
12.2

6.8
1.5

55.1

2.8

職
場
や
学
校
な
ど
で
い

じ
め

、
い
や
が
ら
せ
を
受
け
る

自
ら
が
認
識
す
る
性
と

は
異
な
る

性
の
ふ
る
ま
い
を
強
制
…

家
族
、
友
人
な
ど
、
周
囲

の
理
解
が
得
ら
れ
な
い

カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
た

後
に

周
囲
の
態
度
が
変
化
す
…

偏
見
、
差
別
が
あ
る

就
職
、
仕
事
、
待
遇
な
ど

で
不

利
、
不
当
な
扱
い
を
受
…

同
性
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の

関

係
を
認
め
て
も
ら
え
な
…

法
整
備
が
不
十
分

本
人
の
了
承
な
し
に
性

的
指

向
や
性
自
認
を
暴
露
さ
…

そ
の
他

体
験
し
た
こ
と
や
見
聞

き
し
た
こ
と
は
な
い

無
回
答

全体  (n=1,476)

はい  (n=84)

いいえ  (n=1,372)

職
場
や
学
校
な
ど
で
い
じ
め
、
い

や
が
ら
せ
を
受
け
る

自
ら
が
認
識
す
る
性
と
は
異
な
る
性
の

ふ
る
ま
い
を
強
制
さ
れ
る
（
ト
イ
レ
、

着
替
え
、
服
装
、
申
請
書
な
ど
へ
の
性

別
の
記
入
な
ど
）

家
族
、
友
人
な
ど
、
周
囲
の
理
解

が
得
ら
れ
な
い

カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
た
後
に
周
囲

の
態
度
が
変
化
す
る

偏
見
、
差
別
が
あ
る

就
職
、
仕
事
、
待
遇
な
ど
で
不
利
、

不
当
な
扱
い
を
受
け
る

同
性
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
関
係
を

認
め
て
も
ら
え
な
い

法
整
備
が
不
十
分

本
人
の
了
承
な
し
に
性
的
指
向
や

性
自
認
を
暴
露
さ
れ
る

そ
の
他

体
験
し
た
こ
と
や
見
聞
き
し
た
こ

と
は
な
い

無
回
答

(％)

24.4

50.7

36.2
37.6

44.4
35.8

23.9
17.9 21.1

1.7

11.2
2.6 1.6

23.8

52.4

38.1

41.7

35.7 31.0
28.6

15.5

23.8

6.0
8.3

2.4 0.0

24.8

51.1

36.2
37.6

45.4

36.4

23.8
18.3

21.1

1.5

11.5

2.6 0.9

県
民
全
体
に
対
す
る
啓

発

幼
少
期
か
ら
の
教
育

相
談
窓
口
の
設
置

社
会
制
度
（
法
制

度
な
ど
）
の
整
備

社
会
環
境
（
ト
イ
レ
・

更
衣
室
な
ど
）
の
整
備

教
育
現
場
に
お
け
る
環

境
整
備

行
政
職
員
や
教
職

員
に
対
す
る
研
修

企
業
な
ど
に
対
す
る
啓

発

同
性
同
士
の
パ
ー
ト
ナ
ー

で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
…

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

必
要
な
も
の
は
な
い

無
回
答

全体  (n=1,476)

はい  (n=84)

いいえ  (n=1,372)

県
民
全
体
に
対
す
る
啓
発

幼
少
期
か
ら
の
教
育

相
談
窓
口
の
設
置

社
会
制
度
（
法
制
度
な
ど
）

の
整
備

社
会
環
境
（
ト
イ
レ
・
更
衣

室
な
ど
）
の
整
備

教
育
現
場
に
お
け
る
環
境
整

備 行
政
職
員
や
教
職
員
に
対
す

る
研
修

企
業
な
ど
に
対
す
る
啓
発

同
性
同
士
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
行
政

の
証
明
書
な
ど
の
発
行

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

必
要
な
も
の
は
な
い

無
回
答

(％)
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0８ 男女共同参画行政について

◼ 女性の社会参画（自治体の首長、議員、企業の管理職など）が少ない理由としては、全体では、
「男性優位の社会の仕組みや制度がある」の割合が最も高くなっています。

◼ 男女共同参画に関する言葉について認知度が高いのは「③ジェンダー」「④ワーク・ライフ・バラ
ンス」となっています。

男女共同参画に関する言葉の認知度
ー①～⑥の言葉を、あなたはどのくらい知っているかお
答えください。ー

自治体や議員、企業の管理職への女性参画が少ない理由
ー女性の参画が少ない理由は何だと思いますか？ー

1.2

15.3

31.2

30.4

11.8

5.9

3.3

22.8

37.0

22.4

17.1

8.5

14.8

30.0

20.5

17.5

28.5

12.5

79.1

29.9

10.0

27.4

41.1

71.3

1.6

2.0

1.3

2.4

1.6

1.8

(n=1,476)

(n=1,476)

(n=1,476)

(n=1,476)

(n=1,476)

(n=1,476)

（n=1,476）

内容もよく知っている 内容は少し知っている 聞いたことはあるが内容は知らない 知らない 無回答

① DEIGOプラン
   （第6次沖縄県男女共同参画計画）

② 多様性社会（ダイバーシティ）

④ ワーク・ライフ・バランス
（仕事と生活の調和）

⑤ 沖縄県男女共同参画センター
「てぃるる」

⑥ アンコンシャス・バイアス
（無意識の思い込み）

③ ジェンダー

(％)

54.5

40.7

30.9 29.8 28.6

24.5 22.1 20.9
17.2

7.7

1.9

57.0

41.8

30.0

32.4 32.2

26.9

21.0

24.1

16.8

7.5

1.7

50.9

39.2 31.9

25.8 23.6

21.0

23.4

16.4

17.8

7.9

2.2

男
性
優
位
の
社
会
の
仕

組
み
や
制
度
が
あ
る

女
性
の
能
力
発
揮
の
チ
ャ

ン
ス
が
男
性
と
同
じ
よ
う

に
与
え
ら
れ
て
い
な
い

女
性
の
登
用
に
関
す
る
認

識
や
理
解
が
足
り
な
い

女
性
は
指
導
力
が
低
い
と

い
う
よ
う
な
女
性
の
能
力

に
対
す
る
偏
見
が
あ
る

男
性
が
な
る
方
が
よ
い
（
な
る

も

の
だ
）
と
思
っ
て
い
る
人
が
…

家
族
の
理
解
や
協
力
が
得
に
く

い

女
性
自
身
が
役
職
に
対
す
る
関

心
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
な
い

「
女
は
で
し
ゃ
ば
る
も
の
で
は

な

い
」
と
い
う
社
会
通
念
が
あ
る

地
域
の
会
長
や
政
策
決
定

の
場
に
出
ら
れ
る
よ
う
な

女
性
の
人
材
が
い
な
い

そ
の
他

無
回
答

全体  (n=1,476)

女性  (n=839)

男性  (n=623)

男
性
優
位
の
社
会
の
仕
組
み
や
制
度

が
あ
る

女
性
の
能
力
発
揮
の
チ
ャ
ン
ス
が
男

性
と
同
じ
よ
う
に
与
え
ら
れ
て
い
な

い 女
性
の
登
用
に
関
す
る
認
識
や
理
解

が
足
り
な
い

女
性
は
指
導
力
が
低
い
と
い
う
よ
う

な
女
性
の
能
力
に
対
す
る
偏
見
が
あ

る 男
性
が
な
る
方
が
よ
い
（
な
る
も
の

だ
）
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い

家
族
の
理
解
や
協
力
が
得
に
く
い

女
性
自
身
が
役
職
に
対
す
る
関
心
や

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
な
い

「
女
は
で
し
ゃ
ば
る
も
の
で
は
な

い
」
と
い
う
社
会
通
念
が
あ
る

地
域
の
会
長
や
政
策
決
定
の
場
に
出

ら
れ
る
よ
う
な
女
性
の
人
材
が
い
な

い そ
の
他

無
回
答

(％)
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0８ 男女共同参画行政について

男女共同参画社会の実現に向けて行政が推進すべきこと
◼ 全体では、「育児や介護中であっても仕事が続けられるよう支援する」「保育の施設やサービス、

高齢者や病人の施設や介護サービスを差充実する」で50％以上を占めており、男性より女性の割合
が高くなっています。

53.8

50.2

46.8

41.9

36.6

34.4

31.0

29.7

27.4

20.5

20.2

17.5

3.2

3.0

58.2

55.4

50.1

45.9

34.1

34.2

33.1

28.4

29.3

21.5

19.3

15.7

2.1

2.6

47.8

43.5

42.5

36.8

40.1

34.7

27.6

30.8

24.7

19.3

21.2

19.7

4.3

3.7

っ
て
も
仕
事
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
す
る

民
間
企
業
や
団
体
な
ど
の
管
理
職
に
女
性
の
登
用
が
進
む
よ
う
支
援

す
る

全体  (n=1,476)

女性  (n=839)

男性  (n=623)

(％)

育児や介護中であっても仕事が続けられるよう支
援する

保育の施設やサービス、高齢者や病人の施設や介
護サービスを充実する

育児や介護などで一旦、仕事を辞めた人の再就職
を支援する

労働時間の短縮や在宅勤務の普及など男女共に働
き方の見直しを進める

男女共同参画の視点から、慣習の見直しや啓発を
進める

地方公共団体の審議会委員や管理職など、政策決
定の場に女性を積極的に登用する

ＤＶや性暴力などの暴力を根絶するための取組を
進める

民間企業や団体などの管理職に女性の登用が進む
よう支援する

女性や男性の生き方や悩みに関する相談の場を提
供する

研究者など、従来、女性が少なかった分野への女
性の進出を支援する

男女の平等と相互の理解や協力について学習機会
を充実する

男女の平等と相互の理解や協力について広報・
ＰＲをする

その他

無回答

男女共同参画社会の実現に向けて行政が推進すべきこと
ー男女共同参画社会の実現を目指して、今後、県や市町村はどのようなことに力を入れていくべきだと思いますか？ー
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調査の概要

調査対象 3,800s（沖縄県内に居住する満18歳以上の男女）

抽出方法 層化二段無作為抽出

調査方法 郵送配布／郵送回収及びWEBアンケート回収

調査期間 2025年9月8日～10月5日

有効回収数（率） 1,476s（38.8％）

回答者の基本属性

性別

調査の概要

編集・発行：

年齢

沖縄県こども未来部 女性力・ダイバーシティ推進課
〒900-8570 沖縄県那覇市泉崎1-2-2
電話番号：098-866-2500 FAX番号：098-866-2589

令和8年2月発行

4.6

4.1

5.0

9.3

10.6

7.7

15.6

17.3

13.5

20.2

20.4

20.1

20.2

19.3

21.0

19.8

18.6

21.7

10.3

9.8

11.1

全体   （n=1,476)

女性     （n=839)

男性     （n=623)

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上

(％)

56.8 42.2 0.9全体   (n=1,476)

女性 男性 答えたくない

(％)
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